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は じ め に

タイ国内に見られる生薬には主としてタイ古医学に用いられる生薬とタイ国内の華僑あるい

は中国系タイ人の間に深く浸透する中国医学に用いられる生薬,いわゆる中薬とが2大主流を

なす｡しかしタイ国で見られる中国医学は本質的にはわが国における現在の漢方医学と同様で

はあるが,実際はかなり異なり, 流通している生薬の種類, 利用度なども同一ではない｡ た

だ,このような中薬が中国医学とともに広く,かつ数多く流通する状況はタイ国だけにとどま

らず,華僑のおよぶ東南アジア各地域をはじめ,その他の地域においてもいずれも同様に見ら

れるところである｡

一方,現在のタイ,隣接のラオス,カンボジア,南 ･北ベ トナムなどは広域にわたって現在

の中国とは紀元前から関係が深く,中国南部とともに南方系中薬類の産地としてもしられてい

るところであり,現在もなお数多くの種類の中薬を生産し,これらがそのままタイ国では中英

として使用されている｡それとともに,タイ薬としても使用され,さらに中国をはじめ日本そ

の他の中英利用圏の各地をはじめ, また医薬品原料生薬としても広く世界各地 に供給 してい

る｡したがってタイ国内に流通する中薬類に絞って考察しても,次の二つの方向から考察しな

ければならない｡

(1) 主として中国, その他アジア各地域に生産され, 中薬としての利用を主目的にタイ国

へ輸入されてくる中薬類｡

(2) タイ国内から生産され,また国外に輸出される中薬類｡

*本研究調査の最終回は昭和46年度文部省科学研究費補助金 (海外学術調査)の交付を受けて実施したも
のであり, ｢京都大学タイ国に於ける薬用植物ならびに生薬の学術調査｣の一部である｡
**京都大学薬学部生薬学教室
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木島 :タイ国における車重 〔l〕

これらの車重の種類は350-400種におよぶものと考えられ, およそ主要な中薬を網羅 して

いる｡ わが国の漢方医学に使用されている漢薬 (中薬)類と比較するとその主要なものはほと

んど含まれ,その種類ははるかに多い｡さらにローカル的なものを加えるとその種類はいっそ

う増加するであろう｡

なお,これらの調査は過去数次の予備調査ならびに今回の調査によって得たものであり,香

港生薬市場,シンガポール塗薬苗場における調査,またバンコク,チェンマイ,チャンタブリ

薬店を通じての市場流通生薬の言周査を併せて記録したものである｡

Ⅰ タイ国に輸入されている主要な中薬類

タイ国-輸入される生薬類は中国本土産のもの,特に中国中部,西北部,東北部産のものが

多く,その他中国南部,台湾省,日本,韓国,北朝鮮産のもの,一方では中近東,インド,莱

南アジア諸地域産のものまである.これらの生薬類は主として香港,シンガポールの市場など

を経由してタイ国に輸入されているが, 生産地から直接輸入されているものもある｡ ことに

南 ･北ベ トナム,カンボジア,ラオス,ビルマ,マラヤなど隣接諸地域からは陸路,あるいは

河川を利用して搬入されているものもある｡また中国南部の雲南,広東,広西省産のものも上

記諸地域を経由,同様に搬入されているものもあり,これらについては明確に実態を把握する

ことは困難である｡なおこれらの生薬中にはさらにバンコク経由で諸外国にまで搬入されてい

るものすらあり, 厳密には輸出入のいずれかに属するか判断し難いものもある｡これらの中薬

の種類は200種以上に及ぶものと思考するが,ここには主要な中薬類だけをあげる｡

中英のなかにはタイ古医学に使用される生薬,あるいはタイ古医薬系の各種家庭薬的な売薬

に処方される生薬がある｡すなわちこれらの生薬はタイ国には生産されない中薬でありながら

同時にタイ薬としての性格をもつものであって,このような塗薬はタイ族が中国から南下して

現在の地に民族の移動とともにその民族薬としてもちきたったものがそのままタイ古医学の薬

物として使用されてきたものと推定できる｡ 従来,これらの塗薬は,タイ薬物文献にはタイ名

だけ挙げられその基原植物は不明のまま無記載となっているものが多く,今回の調査でその数

種を明らかにした｡これらについては各項で記述する｡なお,輸入生薬中,主要な生薬のうち

約10種は日本で栽培背成して生産する日本産中薬であった｡
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東南アジア研究 11巻3号

name i
l

柏 子 仁 !

麻 薬

没 食 子

Originalplantname (Familynamel Thainame Partused

Thu/'aorienzaZi∫Linn.コノテガシワ (Cupressaceae) Son-paeng Seed

l

生薬には種皮をつけたもの (相子売)と除いたもの (相子肉)とがあり,主として香港

から輸入しているoTA.orientaJisSまタイ国でも植栽されているが,野生するものはなく,

タイ薬としても使用されていない｡

ElbAedra∫Z●7ZicaStapf
Ep/ledradi∫lac々γaLinn.

EpJ7zedraegui∫ezi'naBunge (Ephedraceae)

He一l)ousstem

Ephedra属植物はタイ国には野生しない｡生薬はすべて中国北部産のものを香港から

輸入している｡中薬として使用されるだけである｡全形生薬を ｢麻黄斉｣と呼ぶ｡

Quercu∫inFeと･loriaOliver

Qucrcu∫SZP.
(Parasitedq′miLrgaZZae-1incloriaeOliver)

(Fagaceae)

Ben-ja-ka-ni lnsectgall

中央アジア産の生薬｡値接輸入しているものと思われる｡ タイ国薬店では "P,en-ja･

ka･ni" と称し, 止潟薬, 収れん薬とする｡ (写真1) なお, タイでは NotholbanaJ

∫cuteZZL,rium Merr･(Araliaceae)を "Ben-ja-ka-ni" と呼ぶが,4,51本品をその果実とする

のほ誤り｡

写真1 "P,en-jと1-ka-ni"と呼ぶ没食子 A:全形,B:断面

杜 町 EucommiauZmoi,tel一Oll'ver (Eucommiaceae) .

中国西北部特産｡生薬は全て輸入品で,タイ薬としての利用はない｡
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13ark

(M oracea e ) Mon Root-bark
E i

M･aZbaはタイ国でも植栽されているが,I)自生品はなく,生薬は中薬として輸入｡中

国中南部からの出産が多く,江蘇省産のものは ｢蘇桑白｣と称し良品｡タイ薬としての利

用はないようである｡



木島:タイ国における中薬 ⊂Ⅰ〕

1chinesename Originalplantname (Familyname) 戸 Thainame

;.白 檀 iSantaZumalbumLinn.

≧桑 寄 生

(Santalaceae)

Partused

W ood

タイ国には自生しない｡生薬はインドなどから輸入するものと思われる｡タイ国ではか

って白檀を "(､han-thet"と称し,同名の肉豆蓋と混同していたことがある｡3)

ViscumalbumLinn.

var.coroZazumOhwiヤ ドリギ

TaxilZu∫yadorikiDanser (I,oranthaceae)

Branch

両者を ｢桑寄生｣と総称することもある｡いずれも中国本土産｡香港市場から輸入｡タ

イ薬としての使用はない｡

草 河 車 Po/vgonumbislorZaI.inn.
j(柴参) イブキ トラノオ (Polygonaceae)

Lin･hu Rhi7,One

中国中部以北に自生する植物で,タイ国には自生しない｡1,2) 中国から輸入され,中薬

として使用されているものと思われるが,今回の調査ではチェンマイ薬店でタイ薬とし

て取り扱われていることを発見した｡ なお,タイ薬物文献には本品は記載されていな

い｡3,5･6)(写真2)

ぷ Å 毒 監

写真2 "Liれ-hu" と呼ぶ紫参 (革河革) A :上面,追:下面｡

l

大 黄 iRheumPaZmazumLinn･
Rheumta7iguZicumMaxim.

RheumoPcinaZeBailon (Polygonaceae)

Rod-ma･taw RhizJOme

大黄は中薬として極めて大切な生薬であるが,一方タイ薬としても健胃,駆風,利尿薬

とすることをタイ薬物文献3,4)に記載している｡ 王として香港から輸入O錦絞大黄系の

｢雅中吉黄｣･｢糠心中吉黄｣ ･｢雅黄｣と呼ばれるものが主である. このほか,Rheum
unduZatumI,.,Rカ.franzenbachiiMtint.,Rh.coZZi71tanumBail.,A/i.compactumL.など

を基原とする土大黄系の ｢沖台黄｣も輸入されている｡薬店での調査の結果,中華として

は前者の良品が (写真3:A), タイ薬としては後者の薬用に耐えない劣品が当てられて

いることがわかった｡(写真3:ち)
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東南アジア研究 11巻3号

写真3 タイ薬店 (Chiengmailの "Rod-ma-taw"(B)と中薬店の "大黄''(A)

. 香港から輸入するものには劣品の根頭部 (｢共肥牛七｣)もある｡

辛 夷
MagnoliaZih'JYoraDesrouss.

シモクレン (Magnoliaceae)

中国産を香港市場から輸入｡タイ薬としての使用はない｡

Magnoh'aoPcianZi∫ReuderetWils (Magnoliaceae)厚 朴

肉豆蒐花 `

五 味 子

Root

Flowerbud

香港市場で ｢単巻朴筒｣, ｢温州奴朴練｣と呼ぶ品種のものを輸入｡ タイ薬としての利

用はない｡

Ch礼n-thet

Myri∫ticafragran∫Houtt. (Myristicaceae)
Dok-chan-thet

タイ国では中薬としてよりも,欠くべからざる香辛料として多量使用する｡自生なく,主

としてシンガポール･ペナン経由で輸入しているものと思う｡またタイ薬としても使用｡5)

なお調査に際して入手した肉豆嵐 肉豆克花はいずれも真正品ではなく,｢長形肉豆莞｣系

に属する劣品であったが,その基原植物は末だ明らかにしていない｡12)

Sch'∫andrachinen∫i∫Bailon

チョウセンゴミシ (Sc壬1isandraceae)

香港市場から輸入する ｢北五味子｣で,タイ薬には使用しない｡

八角薗香 ;Ilk-cium7,8rumHook.f.

418

F Fruit1

(Illiciaceae) Poi･kok ; Fruit

タイ国では中薬としてよりも香辛料として多量消費されている｡中国･北ベトナム国境

付近に限って産し,タイ国産はない｡その輸入経路は明らかでない｡14)



木島:タイ国における中薬 〔1〕

Originalplantname (Familyname)

卜三軍i写es;

name

ト~~~一一 Cinnamomumca∫∫iaRlume (Lauraceac)

Thainame Partused

Thep-tha-1a

Bark

Flowerbud

桂皮類のうち真正桂皮 (広南桂皮)はもっぱら中薬 として利用されるもので, 中国南

那,北ベトナムの牲産地から債按もたらされるものであろうが,タイ国では香辛料として

の用途で輸入量が極めて多く, このほか "O l卜Choei-yuen",`̀Ot,-choei-thet"と呼ばれる

桂皮類もあり,おそらく｢サイゴン桂皮 (C.obtu∫∫zfoh'um Neesvar･lourez'n'iPerrofet

FJberhardtP),ジャワ桂皮 (C･burmamiBlume)なども輸入されていると思うが, タイ国

にも真正桂皮に代用し得るものを今回の調査で採集し,自生しているようであるが,桂皮

類の基原植物については今後検討しなければならない多くの問題点が残されている｡なお

タイ薬として用いるものは別種の C.2'neru∫Blume(Ob-choei)が主で,桂皮としては愚劣

島である｡14)

升 麻 .CimiclfugafoetidaIJinn･ (Ranunculaceae) r

中薬として利用するのみ｡中国中北部産で ｢縁升麻｣と呼ぶものである｡

附 子 ;

Rhizome

Tuberousroot

中薬としては貴重な薬物であり,生薬は ｢黒付子｣,修治した ｢川烏｣, ｢正培付子｣な

どで,中国西北,北部産のものを香港経由輸入している｡ タイ国には Ar♂niz〝m属植物

の自生はなく,1)タイ薬として利用はない｡

Rhizollle

Tuberousroot

前項同様もっぱら中薬として利用するのみ｡ 7〕少hoTiZj,m 属根茎は中国産, Acom'lum

属塊根は朝鮮産で香港経由輸入｡ 別種の TJIPAonium 属はタイ国に自生し, これをタイ

薬として利用する｡
㌔

･二 一一 三:-_ :::--:=こ ,

coAlisjaPonicaMakinoオウレン (Ranunculaccae) i

Rhizonle

もっぱら中薬として利用.香港経由輸入.C･chine71∫i∫の根茎は ｢西蓮王｣,｢紫義連｣,

C.teizoz●de∫は ｢宝達｣(中国雲南省産), C.jaPonicaは ｢日蓮｣(日本産)と呼ばれてい

る｡調査時にしばしば日本産未達を薬店で見た｡なお最近バンコク市場で ｢ビルマ黄蓮｣

と称するものがあり (写真4),バンコクから少量,日本に輸出している｡本品は ｢雲連｣

であり,雲南産か,ビルマ産のものがタイ経由で市場にあらわれるものと考えられる｡
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東南アジア研究 11巻 3号

Chinese
name

樫 羊 蓉

Originalplantname (Familyname)

Epimedium∫agittatumBaker (Berberidaceae)

香港経由輸入｡もっぱら中英として利用する｡

細 辛 室A∫ia∫arumheterotroPol'desF･Maekawa
. var.ma,ndshuricumF.Maekawa(Aristolochiaceae)

Thainame Partused

写真4

バンコク中薬店で入手した

"ビルマ黄連"

Herbwith
Rhizome

中国東北部産の ｢北細辛｣を香港市場から輸入｡もっぱら中英としての利用のみ｡

PaeoniaatbzPoraPallas

var.trichocarPaBungeシャクヤク (Paeoniaceae)
Root

もっぱら中薬として利用｡香港市場から輸入｡中国産 (｢中江苛｣, ｢重荷｣, ｢京苛｣)

と日本産 (｢日自得｣)とがあり,タイ国薬店ではしばしば日本産苛薬を見かけた｡

座 丹 皮 ミpaeoniamoulanSimsボタン (Pa｡｡niac｡a｡) i . R｡｡tbark

苛薬と同様,中薬として利用｡香港市場から輸入, 中国産 (｢京劃丹｣, ｢鳳風丹｣)と
日本産 (｢日丹皮｣)とがある｡タイ国薬店ではしばしば日本産牡丹皮を見かけた｡なお別

に中国産の ｢西康丹｣, ｢西丹皮｣と呼ぶ偽uuuがある｡

竜 脳 :DyrobaZanoP∫aromaZicaGaertn. (Dipterocarpaceae) HBorneol"

元来はインドネシア,マレイ産の本植物の材から得られるものであるが,香港市場から

輸入しているものは合成品 (樟脳を還元)である｡ ｢大排片｣,｢小祢片｣などと呼ばれ,

中英とするほか,薫香料に用いる｡

･120

(Papaveraceae)

中国中北部産生薬を香港市場から輸入｡もっぱら中英として利用｡

Tuber



木島:タイ国における中薬 〔1〕

Originalplantname (Familyname) 1 Thainame

杏 仁

桃 仁

木 瓜

金 桜 子

Prunu∫armenl'acaLinn. (Rosaceae)

PrunusPersicaBatach.

var･davidianaMaxim･ (Rosaceae)
Seed

両者とも中国中北部産｡もっぱら中華として利用｡香港市場から輸入｡タイ薬としての

利用なし｡かつてタイ国駐日大使館から日本産と称する両生薬の鑑定依轍を受けたがいず

れも中国産生薬であった｡

ChaenomeZe∫ZagenariaKoidz.

Chae720meZe∫jaAonicaLindleyクサボケ (Rosaceae)
Fruit

もっぱら中英として利用｡Ch･Zagenariaは中国湖北省産で E資木瓜｣,Ch.jaPonicaは

j 日本産で ｢日木瓜｣(わが国では ｢和木瓜｣)と呼ばれ,香港市場から輸入｡果実の形状は

lRo∫alaeviiataMichx (Rosaceae)

｢金英子Jとも呼び,もっぱら中英として利用.香港市場から輸入.

i貴 著 !.A∫tragalu∫membranaceu∫Bunge
1 rA∫zragaZusmongoZicu∫Bunge (Leguminosae)

甘 草

中国東北部産の重要な中英｡ ｢正自蔑｣は良品｡｢黒皮蔑｣は外皮を黒く染めたもので
劣品｡ときには偽品を黒く染めたものがある｡香港市場から輸入｡

a/vzyrrhizauraZen∫i∫Fisch.

a/yzyrrhizagZabraLinn. (Leguminosae)
Chaem th et ∃Ro o tandStolon

中国東北部産 (a.uraZen∫is)の ｢鎮西甘草｣,｢東北等｣と中国西北部産 (G.gZabra)の
｢新政甘草｣, ｢西北甘草｣を輸入｡中薬として利用する一方,タイ薬としても去疾薬とす

る｡3,5)タイ国には産しない｡

摂 殻
CitrusaurantiLinn.

Citru∫1LliZsoniiTanaka

PoncZlru∫trzfoh'ataRaf.カラタチ (Rutaceae)

Unripefruit

｢枚殻｣はいわゆる ｢未熟桧実｣であり,原植物は上記の3種だけとは限らない｡産地

により ｢川枚売｣, ｢江西枚売｣, ｢緑枚売｣などの市場名があり,大きさもことなる｡も

っぱら中英として利用｡香港市場から輸入｡

陳 皮
lCitrusaurantiumLinn.

Pericarp

もっぱら中華として利用｡香港市場から輸入｡現在は主として日本産 (｢日陳皮｣)を輸

1人しているようであるo
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東南アジア研究 11巻3号

Chinese
name originalplantname (Familyname) 弓 Thainame Partused

tEzJOdiarutaeocarpaHook.f.etThom. (Rutaceae)

山 椴

Fruit

もっぱら中薬として利用｡香港市場から輸入するが,主として日本産 (E･rutaeocarpa)

(｢日呉干｣)を輸入する｡中国産は E･ojPcinaZi∫の果実である｡

Zanzhoり′Zumbu7ZgeanumMaxim. (Rutaceae) Fruit

中葉として用いられ,中国産で ｢紅川椴｣と呼ぶ｡ 香港苗場か ら輸入｡香辛料として

も使用されているようである. タイ国には近縁の Z･budrungaWall･"Ram-chacl",

HPhrik-hom"があり,香辛料として週末市場などで見られ, タイ薬として強心, 駆風薬

にしているが,山椴と極めて近似していて両者が混同されているかどうか明らかでない｡

(写莫5)

写真5 日Kam-chadHとしてバンコク薬店で購入したもの(A)とバンコク週末市場で

"Ram-chad,.""Phrik-hom"と称し, 香辛料として販売されているもの(B)

で Za72,thoり′Zumbudru71gaWallの果実ではないかと思われるものoll

弓

遠 志 po/ygazalenuzfoZiaWilld. (P.lygalaceae) Root

中国北部産｡香港市場から輸入｡ 中薬として用いられるのみ｡心抜きを ｢ー浄志肉｣と

呼ぶ｡

駿 東 仁 :ZizyPh u∫jujubaMill･

. (- Z.spino∫u∫Hu)
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(Rhamnaceae)

Fruit

元来,中国北部産の生薬で,中英として利用するため香港市場から輸入し, ｢浄讃仁｣

とも呼ばれているが,最近ベ トナム地方産と称する酸東仁がわが国に輸入されていて,中

国北部産のものと同一品か疑問がある｡13)



木島 :タイ国における中薬 〔Ⅰ〕

仁楼梧

Originalplantname (Familyname)

Tricho∫anthe∫hiriZowiiMaxim. (Cucurbitaceae)

Thalname Partused

Root

PerlCarP

Seed

中国産のものが香港苗場から輸入され,中英として利用｡なお,別に中国南部から原植

物不明の ｢大栢楼仁｣と称する大形種子を産し, 市場でみられる｡13) またタイ国には多

数の同属植物が野生し,果実をタイ薬として利用する｡

丁 子 !A;g=en2'7caor,;;hl:clalaTau;thZt:nb.) (Myrtacea｡)
Ran-phlu 】 Flowerbud

主として香辛料として利用するものと考えるが,タイ薬としての利用もあり,インドネ

シア,ペナン,東アフリカなどから直接あるいはシンガポール,ペナン経由輸入している

ものと思われるOタイ国でも保健衛生省薬用植物園で栽培試験が試みられ,精油含量など

良質のものが少量生産されるようになり,将来性がある｡

喜

七三田

Son -kon Root

両者とも主として中薬として使用されている｡ 前者は朝鮮産の ｢高麗参｣,日本産と思

われる ｢紅参｣, ｢日参｣, ｢紅 ･日参須｣(ひげ根),後者はアメリカ産でいずれも香港市

場から輸入｡ タイ薬としても強壮薬 として用いるというが,3)薬物文献5)には見られな

い｡両者とも同じタイ名で呼ばれるが,バンコク薬店などの店頭に見られるものは多くは

｢洋参｣である｡

PanaxP∫eud0-gi71∫engWall. (Araliaceae)

人参と同様に用いられる中英｡多くは香港市場から輸入する高貴薬｡産地 ･原植物とも

に未だ明確ではない｡タイ薬には用いない｡

AngeZicaanomaZaLall.ェゾノヨロイグサ

A72geZicadahurz'caBenth.etHook.ヨロイグサ

Angelicadahurt'caBenth.etHook.

var,2aichiKimura,HatetYen (Umbelliferae)

Rod-sor-khao

----'-I-~~~--~

ll

Root !

主に中英として利用｡中国四川省の ｢川韮｣,杭州産の ｢抗日荘｣,さらに日本産の ｢日

日正｣(A.anomaZa)を香港市場などから輸入o なおタイ名 "Rod-sor-khao"と呼ぶもの

は従来タイ薬物文献5)では基原不明のままになっていたが今回の調査で中薬 ｢自正｣であ

ることが明らかとなり,チェンマイ薬店で市販されているものは日本産自正と思われるも

のであった｡ (写真6:A)
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Origmalplantname (Familynamel

当 帰 Angelica∫inen∫i∫Diels

Angelicaacuti/obaKitagawa トウキ (Umbelliferae)

Thainame Partused

ll

)

当帰は中国中北部産の中英であり,タイ国には産出しない｡主として香港市場から輸入

する｡ 今回の調査で当帰が "Rod-chiang"のタイ名でタイ薬としても利用されているこ

とを明らかにした｡"拡od-chiang"は従来はタイ薬物文献には原植物不明のまま記載され

ていた｡5)なお,調査隊がチェンマイ薬店で入手した "K()a-(､hiang"はH本産当帰で 圧1

当帰｣の名称で呼ばれている｡ (写責6:B)

(U mbelliferae) Root

独活もまた中国産の申薬であり｡タイ国には産出なく,主として香港市場から輸入して

いる｡タイ薬としては利用していないようである｡

柴 胡 ,BuPleurumchz'11en∫eDC･ (Umbelliferae) Root

中国北部に産し,タイ国での生産はない｡香港市場から輸入している｡日本では特に賞

用する中薬であるが,南方系では需要は少ない｡

中国東北部に産し,香港市場から輸入する｡

l

元来は南ヨーロッパ原産の植物であるが,温帯各地,インドなどで栽培している｡タイ

国では中英とするほか,タイ薬として駆風薬,また香味料として用いる｡香港またはシン

ガポール市場から輸入しているようである｡なお菌杏は "Thiankhao-pluakHと呼ぶが,

通常 "Yi-ra" と呼ぶことが多く, 蒔荘子 (Anetum graveoZen∫),クミン実 (Cuminum

cyminum)も同様に "Yi-ra"と呼び,これらの生薬の混同が見られる｡

中国北部産の真防風は香港市場から輸入｡

川 考 ･Z･igu∫ticumwaZlichiiFranch･

:CnidiumqgcinaZeMakinoセンキ ュウ (Umbelliferae)

424

Root

Rod-hua-bua Rhizome

中国産の生薬｡香港から輸入しているが, 中国産ばかりではなく,日本産川等(｢日乃
苛｣)もあり, また中薬としてばかりではなく, タイ薬としても用いられていることが今

回の調査の結果明らかとなり,しかもチェンマイ薬店で入手したものは日本産川考であっ

た｡ (写貢6:C)
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Originalp一antname (Familyname)

写真6 A:"Kotトsor-khao"(自荘),B‥"Rod-chiang(当帰),(I:=K(,d-hua-bua(川等)
(3種とも (二hiangMaiタイ薬店で購入した生薬)

前 胡…peuceda71umPraerD/Drumi)unn. (Umbelliferae)l

中国産lrl英でタイ国からは産出しない｡香港市場から輸入｡
r

達 観 FForsJVt/li'a∫uSAenj･eVahl. (01eaceac)ll

自 我 lcynanC/lu"iatralum liunge (Asclepiadaceaell

Root

達観,自徹いずれも前胡と同様に中国産中英でタイ国に生産はなく,香港から輸入O

山 梅 子 ･Carde〝オaja∫minoidc∫F.llis.クチナシ (Rubiaceae) Fruit

タイ国には他の Gardem'a属植物は自生するが,a.ja∫mi,laide∫の自生はなく,生薬は

香港経由輸入｡ r山枝子｣, ｢水枝子｣の2品種であるo 同一基原によるものか,明らか

でない｡

巴戟天? jT/gorindaoAicina/isflow?

チェンマイ薬店で入手したタイ薬 "Krai-krua"は未確認であるが, 中英 ｢巴戦天｣と

考えられるものである｡なおタイ薬には "Ya･pa"と呼ぶ同属植物数種があり,そのうち

には根を薬用とするものもあり,今後の精査を必要とする｡"Rrai-krua"と称するものは

タイ薬物文献には見られない｡
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Chinese
name Originalplantname (Familyname) Thainame Partused

∴ ~-: __I. ∴ ‥∴ _ ∴ _ _ ∴ ___ ∴ ~

(銭様)のもの, さらに品質の極めて悪い薄片状のものなどが見られ,薬用よりはむしろ

l紫 根 弓7-ithosPermumerythror/liBMISieb･etZucc･ムラサキ
(Boraginaceae)

Phak-phaeo-
daeng

Knot

中国東北部産の中薬｡ HPhak-phaeo-daeng"はタイ薬物文献5) によれば同科の

Trichode∫mai71dicumR.I3r.の根を薬用とすることが記載されているが (写真7:C),

われわれが薬店で同名で入手したものは90%,中国産の ｢紫根｣･｢北紫根｣･｢硬紫根｣
であった (写真7:A,B)｡薬店主達の証言によれば,本来は ｢硬紫根｣で Tricode∫ma

の根はその代用語であるという｡中薬店の立場から見た場合は上記の通りであるが,タイ

古医学あるいは民間薬的立場からは逆であるかもしれない｡今後検討する必要がある｡な

お中国には別に近縁の ｢軟紫根｣があるが,タイ国へは輸出されていないようである｡ま

た T.indicum はタイ西北部山岳地帯にわずかに自生するが産量は少なく,含有成分は紫

根と同様で含量はやや低く,形状も近似する｡

馨 香
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写真7 日Phak-phaeo-daeng"と呼ぶ中国産紫根 (硬紫根)A,Bと Tri(･hodesma

indicum R.Brの根C｡

1 4
Aga∫tacherugo∫a0.Kuntze. (Labiatae) ･ flerb

日本では ｢梯革香｣, 中国広東では ｢薄荷｣とも呼び, また ｢萱香｣には Am'∫omeZe∫

Ii ていない｡I



木島 :タイ国における中華 〔Ⅰ〕

chinesei
Origlnalplantname (Familyname)

中国産の生薬を輸入｡種子 (柴蘇子)については明らかでない｡

夏 枯 草 ;PruneZZaz′ulgarisI.inn. (Labiata(≡)

中国産の生薬｡花穂だけのものを ｢京枯草｣と呼び輸入｡

丹 参 !Sa/bidmiZzt'orr/iZ■gaBungc (Laモ)iatae)

中国中北東部産の生薬｡香港から輸入｡ ｢川丹参｣と呼ぶものが良品｡

荊 芥 !schi～"onepetalenuzfoh･aBriquct (Labiata｡) ㌢l

中国産の生薬｡食草のほか,花穂だけのもの (｢荊芥穂｣)もある｡

黄 琴 !ScuteZlariabaicaZen∫isGeorge (Labiatae)

Flower

中国東北部産の中国医学の要薬｡香港から輸入｡ ｢枝等｣と称する根頭部 (2級品)が

多い｡

(Labiata｡) ≡ Ran_cha_th｡t F He,b

中国東北部からは極めて多産され,繁用される生薬である｡水性エキスも｢益母膏｣と

称し同様に繁用する｡また種子も ｢菟蔚子｣と称し中葉｡I-.∫ibiricu∫の分布は広く,タ

イ国にも自生するが,2) タイ薬物分献3･5)には見られない｡バンコク薬店で入手している

が恐らく中英として用いるものであろう｡ただタイ国産か輸入品かは明らかではない｡タ

イ国では麻薬の ｢大麻｣(Cannabi∫∫azl'yaL･var･i71dl'caLamarkインドアサ)のタイ名

"Ran-cha"と類似し (本品の Kan･cha･thetの thetは "外国の''の意), この点がわず

かに気にかかることである｡

地 骨 皮

杓 把 手

I_γciumchinen∫eMiller･ クコ (Solanaceae) Kao-ki･chai

中国北部産の生薬0 両生薬とも香港から輸入｡ I.chinen∫Cはタイ国にも自生して
■

いるというが,2) タイ薬物文献には記載されていない.3,5) 中華的利用のみと考えられ

る｡
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Chinese
name

rlower

中国中部産の生薬,香港から輸入｡ ｢自蒙花｣と称する偽品があるが,タイ国には輸入

されていないようである()

l

インド北部に産する生薬O 中葉として利用 されるほか タイ薬として解熱薬にするとい

う｡5)恐 らくインドか ら輸入されるものと考える｡

玄 参 ▲blr′-ujb//lllan'a7Zt''lgクoen∫Z●∫IIemsley rS(､r(,phularia(:e°e)

地 黄 Rehma,Ziagh/lz■710∫alJ]汁,OSCh･ (Scrophulari;leeae)

両者とも中国南部産の生薬｡香港経由で輸入 している｡地黄は ｢生地黄｣が見 られた｡

車 前 子 PZantagoa∫ialicaLinn. オオバ コ

(-P.mq70rLinn.var.a∫ialicar)ecne･) !Phak-kad-nan

車 前 草 (Plantaginaceae)

中国産の生薬を香港か ら輸入｡タイ国にも自生は多 く,その全草の利尿薬,あるいは淋

病の薬にする.なおチェンマイ薬店で近縁の P.ovataFarskeの種子を入手 したが,これ

についての詳細は不明｡

金 銀 花 とLonicerajaponicaThumb.スイカズラ rCaprifoliaccae) Fl10Wer

香港経由輸入しているが生薬は下級品の ｢山銀花 (あるいは ｢土銀花｣一野生品採集)

である｡

Rhizome

インド北部,中国四川省などか ら産する生薬｡タイ国-は香港市場から輸入｡

党 参

桔 梗
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CodonoP∫i∫pZlZo∫uZaNannfeld (Campanulaceae)

PZatycodongrandiQorumA･DC･
キキ ョウ (Campanulaccae)

同系統の中英｡いずれ も中国北部産｡ 香港市場か ら輸入｡ ｢沙参｣, ｢桔梗｣は朝鮮産

のものも含まれるものと考える｡



木島 :タイ国における中英 〔Ⅰ〕

?Chinese:

∋文 案

西 棟 嵩

Arzemz'siaargyt'Ⅰ.eveilleetVanict (Compositae)

中国北部産の生薬を輸入｡

Artem2'∫iacaPtZZarisThumb,
カワラヨモギ (Compositae)

Kod･chula･
lumpha

ⅠIerb

中国から｢自綿陳｣ (春の芽立ちの綿毛を帯びた金串)を輸入. なお "Kod･chula･

lumpha"のタイ名でタイ薬としての利用もある.

紫 苑 A∫zerzataricu∫Linn.f.シオン (Compositae)

; 中国北部産の生薬｡香港市場から輸入｡

l

var.chine7WisKitamura

白 'fL ) Al(rfLy.lomd:,oo;ahlaalaD…ニidz., (con,｡sitae,

Rod-khe･ma

Root

RhizomeRhizome

同水の中英｡蒼茄は中国東北部産の ｢津蒼北｣, 自求は中部産の ｢漸JTL｣を香港市場か

ら輸入している｡両者とも HKod-khe-ma"と呼んでいるようであるo調査に際し入手し

たものは上記 ｢白光｣であった｡ (写真8)写真8

"Ko(トkhe-ma"(自JiE)

(ChiangMaiタイ薬店

で購入の生薬)

庵 花 jch,,∫αnlhemumm"t,oliumRamat (Compositae)

木 香 さSau∫∫ureaZatPaClarke

Flower

インド北部,カシミール地方産の ｢真木香｣ (インド木香｣)を輸入している｡ 中薬と

して利用するはかにタイ薬としても使用する｡
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Originalplantname (Famltyname)

Xanthium∫trumariumLinn.オナモミ (Compositae)

紅 花

恐らくは中国産のものであろう｡香港市場経由輸入｡

Carthamu∫iinclon'u∫Linn.ベニバナ (Compositae)

Thainame

reWOHⅤJ
bmahK

中国西北部,チベット地方産の生薬を輸入し,中英以外にタイ薬としての利用があり,

花のほかに種子,種子油もまたタイ薬として使われている｡

var.orientaleSam u elsson (Alismataceae)

知 母

Rhizome

中国産中薬｡バンコク薬店では福建省産といわれる ｢建沢｣が見られた｡タイ薬的利用

なし｡

AnemarrhenaasphodeZoide∫Bunge
-ナスゲ (Liliaceae)

主として中国東北部産の生薬｡香港から輸入｡タイ薬的利用なし｡

i天 門 冬

貝 母

Rhizome

中国産のものを香港から輸入｡天門冬そのもののタイ薬的利用はないか,同属種縁のも

のがタイ薬に見られる｡

FrizilZariazhunbe7･giiMiq.

FritiZJariaroyZeiHook.i. (Liliaceae)
Bulb

貝母は産地により種々の形態のことなる品種があり,香港からは ｢松貝｣, ｢青員｣,

｢芦貝｣, ｢新産貝｣, ｢宝貝｣などを輸入している｡また日本産貝母 (｢目珠母｣と呼ぶ)
も薬店に見られる｡

麦 門 冬 lOPkiopogo71ja･bonicu∫I(er-Gawler

var.genuinu∫Maxim. (Liliaceae)
Tuberousroot

中国産とともに口本産 (｢日麦冬｣)のものも輸入 している｡ 中英的利用だけと思われる｡

土 萩 苓 ESmiZaxgZabraRoxb･
L Var･COnCOZorWaneetTang (Liliaceae)

Rhizome

申薬的利用のため中国産生薬を輸入しているが,タイ国には近縁植物数種が中英と類似

した用途に使用されていて,最近これらのものが中国産に代わって ｢土萩苓｣と称してわ

が国にもたらされようとしている｡
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ChlneSe
narne Originalplantname (Familyname) Thainame

山 薬 jDio∫coreabatatasDecne. (Dioscoreaceae)

Partused

Root

中国中部河南 山東省産の生薬を香港から輸入｡台湾省からも D.alataなどを基原と

するものが輸入されるもとと考えられる｡タイ薬的な利用はない｡

燈 心 等 Juncu∫decziien∫Nakai (Juncaceae)

中国北部産の生薬｡香港から輸入｡中英的利用だけと考えられる｡

___E :

中国産のもので香港から輸入されているが,タイ薬的利用はないと思う｡

淡 竹 葉 LoPhat/ieriumgracileBrongniart (Gramineae)

天 南 星

(Gramineae)

Flower

1

中英としては近縁の生薬であるが,いずれも香港から輸入｡

A,i∫aemaambiguumEngl｡, (Araceae) も ⊆ Rhizome

中国産生薬O香港から輸入.その基原植物は一種とは限らないoタイ薬的利用はない｡

半 夏 :PineZhlazernataBrcitenbach

Rhizome

中国医学の要薬｡中国産のものを香港から輸入している｡タイ薬的利用はないようである｡

】番 付 子 . Cy4cru∫roZundu∫Linn･-マスゲ (Cyperaceae) Ya-haeo一mu-yal, Rhizome

香港市場経由輸入するが,一万,本植物はタイ国の各地に多数自生し,その根茎はタイ

薬としても使用する｡しかし近年ベトナム,カンボジア,タイからは逆に香港経由でわが

国などへ輸出されている｡

草 豆 蒐 AlPiniagZobo∫alloraninom

(-)Jangua∫gZobo∫a13urki11.,

Am omumgZobosumIJOur.) (Zingiberaceae)

益 智 AlAiniaoxJ少々γlZaMiq.

革 果 Amom ummediumLour.

(Zingiberaceae)(Zingiberaceae)
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Originalplantname (Familyname)

タノ国産の ｢自豆蒐｣, ｢縮砂Jとともにカルダモン類生薬であるが, ｢串豆克｣, ｢益
智｣は中国南部海南島,雷州半島から,また ｢草呆｣は中国広西,雲南,貴州各省および

北ベトナムから産出するというが,タイ国には産出なく,多少のものが薬店で見られるだ

けである｡輸入経路は明らかでない｡タイ薬的利用はないようである014)

天 麻 :Ga∫zrodiaeZataBlume (Orehidaceae) Rhizome

中国中 ･西北部産の高岩薬とされる生薬｡しかし香港から輸入するものは最高級品では

ない｡中薬的利用のみと考えられる｡
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